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技術集積活用型産業再生特区 
 

都道府県名： 
三重県 

申請主体名： 三重県 

四日市市 

四日市港管理組合 

区域の範囲： 四日市市、川越町及び楠町の全域 

 

 

 

 

特区の概要： 三重県北部臨海地域の石油精製・石油化学産業は大きな構造転

換が求められているが、今まで蓄積してきた技術、人材、イン

フラ等の集積や近接する電気・電子・自動車産業などが存在す

る強みを活かし、高付加価値型や次世代産業への展開を加速

し、国際競争力のある産業集積地としての再生を果たす。 

 

適用される規制

の特例措置： 

・石油コンビナート施設のレイアウト規制の緩和 

・臨時開庁手数料の軽減 

・税関の執務時間外における通関体制の整備 

・家庭用燃料電池の一般用電気工作物へ位置付け等 
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－三重県技術集積活用型産業再生特区－

四日市臨海部工業地帯

原材料

新素材

新素材

物流の高度化
【規制改革】
・指定道路における高
さ制限の緩和
　（全国・二次提案） 四日市港

昭和四日市石油 日本ｱｴﾛｼﾞﾙ

中部電力

大日本インキ化学工業

東ソー

日本板硝子

味の素 石原産業　三菱ﾏﾃﾘｱﾙﾎﾟﾘｼﾘｺﾝ
三菱化学JSR

コスモ石油
協和油化

松下電工
三菱ガス化学

四日市臨海部工業地帯・四日市港

従来型の基礎素材産業から
高付加価値素材産業への脱皮

《ファインケミカル・医薬品・バイオ等への展開》

○各主体が責任を持って独自の取組みを展開

【規制改革】
○石油コンビナート法レイアウト規制の適正化
　セットバック・特定通路・高さ規制（特区）
　 施設の混在規制500㎡（全国）
・製造現場における派遣労働者の容認（全国）
・公有水面埋立法の用途変更手続の簡素化（特区）
・水先料金の軽減（全国）
○税関の臨時開庁手数料の軽減（特区）
○税関の時間外における通関体制整備（特区）
　
　　　　　 　　　　　　　　　　

三重県北部に広がる
次世代産業の集積

電気・電子（半導体）関連産業

10社

液晶関連産業

9社

自動車関連産業

78社

燃料電池の研究開発拠点化
○各主体が責任を持って独自の取
組みを展開　
【規制改革】
・電気事業法等の規制緩和（特区）

環境産業の展開
　○各主体が責任を持って独自の取
組みを展開

　【規制改革】
　・リサイクルの推進に向けた再生利
用認定制度等の拡充（特区）

次世代ディスプレイ（次世代液晶・
有機ＥＬ等）関連産業の展開
○各主体が責任を持って独自の取
組みを展開
　　

連携による新たな産業の展開

共同開発研究

研究シーズ提供

新素材提供

再資源化要請

技術･土地等
資源の提供

メディカル関連産業

53社

輸出

研究ニーズ

研究シーズ

バイオ・医薬品の研究開発拠点化
○各主体が責任を持って独自の取
組みを展開

連携強化

四日市市臨海部工業地帯再生プログラム検討会
（Ｈ13.5発足）

○企業14社、県、市、四日市港管理組合、商

工会議所が一丸となって検討

北勢地域経
済振興会議

 

四日市市を含む３市町 


